
1  救助活動状況

 

７件、機械による事故３件、その他の事故５７件となっている。（第１図）

　なお、前年との比較は第１表のとおりである。

　　　　　　　　　　　　　　▲は減少を示す

                       　　　　　第１表　活動状況の前年との比較

　令和３年中の救助活動件数は１８１件で、前年と比べると５６件増加しており、事故

令和３年（１月～１２月）における救助概況

種別では、建物等による事故６６件、火災３６件、ガス及び酸欠事故１２件、交通事故

 ※　本統計中の全ての表・図における合計値は、端数処理の関係で１００％とならない場合があります。
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第１図 事故別救助活動状況
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2  救助人員状況

3  過去５年間の救助活動件数及び救助人員の推移
  過去５年間の救助活動件数及び救助人員の推移は第３図・第２表のとおりである。

　令和３年中の救助活動における救助人員は６８人で、前年と比べると１４人増加して

おり、事故種別では、建物等による事故５４人、交通事故４人、火災３人、機械による

事故２人、ガス及び酸欠事故１人、その他の事故４人となっている。（第２図）
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第３図 過去５年間の救助活動件数・救助人員の推移

第２図 事故別救助人員状況
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        第２表　過去５年間の事故別救助活動件数及び救助人員状況
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